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１ コンテンツ収集への制度化へ向けて：紀要の場合１. コンテンツ収集への制度化へ向けて：紀要の場合

全文公開

5555誌

印刷所印刷所

◆ 投稿規程等にリポジトリ登録を明文化◆ 投稿規程等にリポジトリ登録を明文化

◆ 発行時にPDFを同時に作成◆ 発行時にPDFを同時に作成
◆ さらに、創刊号からの電子化も実施◆ さら 、創刊号 らの電子化も実施
◆ 最近は紀要編集者からの登録希望も増加紀 録 増



２. コンテンツ収集への制度化へ向けて：学位論文の場合

教授会や教務委員会等での教員説明が 段落し教授会や教務委員会等での教員説明が一段落し、

各部局学務担当者へ説明行脚（全15研究科）各部局学務担当者へ説明行脚（全15研究科）
→ 学位論文登録の促進を依頼→ 学位論文登録の促進を依頼

全文公開

1 479件1,479件

ポジ 登録 制度化が進行

2010.4現在

リポジトリ登録の制度化が進行
学位論文の自力登録用フ ムを用意学位論文の自力登録用フォームを用意



３. UT Repositoryのコンテンツ作成状況＆利用状況p y
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４. UT Repositoryのこれからp y

１ とにもかくにもコンテンツを増やそう、
学位論文：NDL事業への協力
紀要：ボーンデジタルの推進

２ メタデ タの構成についても見直す必要があるかな２ メタデータの構成についても見直す必要があるかな、
特に学位論文特に学位論文

３ 他にもやらなければならないこと、やりたいことはある。
科研費報告書の本格的な登録推進
登録制度化の支援

などなど．．．などなど


